
令和 ７年度　第１ 回　 総合教育会議資料

ＩＣＴの活用状況について

令和 ７年 Ｕ１ １５日

学校馳導曩

１　 １　ｓｔＧＩＧＡ　スク ール構想

（１）才気におけ る主な活Ｊ≡Ｆ］例（別紙資料①　参ｍ）

・デジタ ルド リル等を利ｍ し、 学習鸚容の定着を 遶る。

・ざ教祖において 、イ ンタ ーネ ット 検索 を利ルｊ し調べる 。（情報収集）

・動画資料や音声など様力 な情報を利Ｊ≡目 し、 ミ解を深める。

・ノ ート やワ ーク シー ト代わり にＨ］いて、 自分の考えを まと める。

・プレゼンテーシ ョンアプリを使って、 学習 してわかった こと を紹介したり 、発表し

たり する。

・個その考えを一覧で提示 し、 を体で共有す る。

・児童生徒の学頽状況の進捗状況を把握する。

（２）成ｊＲ と曩題

Ｏタ ブレ ット １１端末機器の操作に も慣れ、一斉指導において、教師の指示のも とｌｃＴ を活

用しながら学習を進めるこ とができ る。

○児童生徒自４が ｌｃＴ活ＪＩ のよ さを実感 しながら利用 して いる。

・課題の解湊に向 けて、自分で考え 自分から取り 組む こと が蠢題である。

●彖、覧の技術・ 技能研修について伴走１１の支援が心要

２　 ２ｎｄＧＩＧＡス クール構想

（１ ）う後の本村の匂、組

・ク ラウ ドを フル活Ｈｊできる よう 環境整備

・情報教育リ ーダー研修の充実

・マ校セキュ リテ ィー研修の実施（令加 ６年葭～１０ 年度）

・先進校視察研修の実施や県｜み１先進校のむ開研究会への参加

・ク ラウ ドきＨ］ によ る校務ＤＸや俘びのＤＸ（いつ でも ・筮とで も・ ルｆｌｒ ・協働編集）

に関する各学校の実践例や取組の共有

・ＩＣＴ 支援戮に よる授業支援や研修支援

・学校訪問における指導助言



・新 しい端末利ｍ に愾する操作研修

（２）現状におけるｌｃＴ きｍの様子（別紙貴熬②　参ミ）

○「自立した学習者の育成」を 目指 し、 学習過程を提示し自分で学習を進められるよう

にｌｃＴ を活ｎ］ して取り 組む学級も見られ始めてい る。

つ自分にあった学び方を只ｍせるよ う、 ｌｃＴの活篦も含めて学び方をを択させる。

慣れる→活用する

７課題や意見を共有できる。

・わかりやすく提示できる。

・具体白ダＪな学習活動を見せられる。

・児童ま徒の学回状ＲがＩＥ握できる。

・全体で発ミや比較・ が類ができる。

・全体で振り返る ことができる。

７様タな方法で試５錯誤できる。

・複数の情報をも とに調べられる。

・自おたちで撮影 ・録画できる。

・自力の考えを整理できる。

・そえや資ねをもとに話し合える。

・自分の学びを振 り返るこ とができ る。



緊紙貴翦①

総合的な学習で

読谷村のおすすめの場所や歴史
や文４ヒ をプ レゼ ンテーシ ョン

ＩＩ科の学習

自分の考えをグループで

↓社会科の学習で イン ターネッ トを
使って検索し、情報を集める。
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↑生活科の学習で
「１ 年生へのお招き会」に

覬けて、 折り紙の折り方を動画
で確かめる。
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自Ｑの考えをまとめる
ノー トやワークーシー トの代わり
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別紙資料②　Ｗ僥最適な俘びと 協働為な萼びの一体化 を目 ｍして

Ｃ： 何か花が咲きそうだよ （自力で・づく）

Ｔ： これは何 ７　 Ｃ： なす。

Ｃ： なすとオクラがある。

Ｔ： 似てる７違う７

Ｃ： 全然違う 。オ クラ は緑だから

他者参照 （リ アルタイムでまｌのきえを参ｊきにできる）
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ＩＣＴの良さを活かして、 いつでも、何度でも、 細かいところまで

じっくり 観察→観察する力から深い認識へ

方の手がかりを示す→自分で考えるヒント

Ｃ： 何か花が咲きそうだよ （自力で・づく）

Ｔ： これは何 ７　 Ｃ： なす。

Ｃ： なすとオクラがある。
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学習の流れ
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１様な力まで情報を鶚る
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自分で
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先・とともに

チャ レンジ課題に友達と挑む

ペアで

グループで

学習 の流れと 使用 する

シー ト等の明示化

学習のｔ捗ｔＫ・ をク ラウ ドを ・用し

てＷＩ視 ４ヒ ぐま 徒と も共 有）
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